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【2016年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

2

3

（２）論文

1 共著
日本助産学会誌
30 (1), 120-130

東原亜希子, 堀内成
子

2016

2 単著
医道の日本
75 (1), 164-171

東原亜希子 2016.1

3

（３）学会発表

1 共著
19th The East Asian
Forum of Nursing
Scholars (EAFONS),

○Akiko Higashihara,
Shigeko Horiuchi,
Michiko Yamanaka

2016.3

2

3

（４）その他

1

2

3

２．競争的資金等の研究

研究期間

1 2016.4-2017.3

2 2016.10-2017.3

3 2015.4-2017.3

4 2016.4-2017.3

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1

2

3

（２）演習

1

2

3

公益信託山路ふみ子専門看護教育研究助成基金
研究経費：120万円

妊娠28週からの骨盤位の転帰～鍼灸施術群と
自然待機群との比較～（研究代表者）

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究
B）

妊婦のアドヒアランスを促進する冷え症改善支
援モデルの開発、研究代表中村幸代、リサーチ
アシスタント

該当なし

一般社団法人日本助産学会学術研究奨励研究助成
研究経費：30万円

骨盤位に対する妊婦のセルフケアによる灸の効
果（研究代表者）

該当なし

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

競争的資金等の名称

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究
B）

自然分娩を希望する妊婦のオキシトシン・シス
テム活性化の効果、研究代表堀内成子、リサー
チアシスタント

該当なし

助産学・代替医療

博士

聖路加国際大学大学院看護学研究科博士後期課程修了

戸田中央産院、愛和病院、聖路加産科クリニックにて助産師として勤務。埼玉県立大学非常勤助手。秋草
学園短期大学非常勤講師。青年海外協力隊（モルディブ共和国）

日本助産学会、日本母性衛生学会、日本ヒューマンケア・心理学会、日本健康医学会、埼玉県立保健医療
福祉科学学会

研究名、研究代表者・研究分担者の別

鍼灸治療を受けた骨盤位の転帰と胎動の
変化

妊婦にみられる症状のメカニズムと接遇
の注意点 ─つわりと逆子を例に─

Prevalence of spontaneous cephalic
version in third trimester pregnancies in
Japan

該当なし



（３）実習

1

2

3

（４）論文指導

1

2

3

（５）その他

1

2

3

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1

2

3

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1

2

3

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

2

3

５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし


